
セブン＆アイグループ

環境宣言「GREEN CHALLENGE 2050」

株式会社セブン＆アイ・ホールディングス

執行役員

経営推進本部

サステナビリティ推進部 シニアオフィサー

釣流 まゆみ
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資料３－４
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環境負荷低減への挑戦 ＥＳＧ、環境宣言「GREEN CHALLEGE 2050」

【2018年3月】 【2019年5月】2020年12月改定

ＥＳＧに対する考え方、特に小売業として影響が大きい環境負荷低減の方針を明確にして発表。

【環境宣言GREEN CHALLENGE 2050】 ４テーマの目指す姿

・CO２排出量削減 ・プラスチック対策 ・食品ロス・食品リサイクル対策 ・持続可能な調達

実質



７プレミアム商品のリサイクルペット材として使用

■ペットボトル回収機(回収量及び利用者数)
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商品名：7プレミアム 一（はじめ）緑茶

ボトルにセブン＆アイグループの店頭で回収した

リサイクルペットを100％使用。

■サーキュラーエコノミ－

回収量
（㌧）

利用者
（万人）

※

お客様参加型の

サーキュラー

エコノミー

を実現

お客様

店舗

容器・飲料

メーカー

リサイクラー

物流

会社

店頭回収

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

回収機

ペットボトル

回収に参加

ポイント付与

選別・

減容処理

減容による高効率

な輸送実現

再生可能な高品質

ペレットを製造

再生原料活用

した商品販売

廃棄削減

PETボトルリサイクルへの挑戦 ペットボトル回収機の取り組み

セブン-イレブンをはじめ、グループ各社の

店舗に合計1000台を設置(2021年1月末現在)

2019年度は合計約9,800t、3.6億本分回収

地域のお客様と連携したサーキュラー・エコノミー＝循環経済社会を推進。

サプライチェーン全体でリサイクルの取り組みを推進。

設置台数

820台



アリオ市原店 20年7月完成

・ 最大級のメガソーラーを設置

・ 店舗使用電力量の24.3％を賄える

※年間発電量一般家庭：約389世帯分

7-11店舗：約217店舗分

店名

ﾊﾟﾈﾙ面積

(㎡)

発電容量

(kw)

年間発電量

(kwh)

アリオ市原 12,126 2,367 2,561,190 

再生可能エネルギーへの挑戦 太陽光パネル/蓄電池/卒FIT
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神奈川県内のセブン‐イレブン10店舗 19年9月実証実験開始

・ 再生可能エネルギー１００％でまかなう実証実験

・ 太陽光パネル＋蓄電池＋一般家庭の卒FIT

大型店も含め、お客様がご利用する店舗でCO2排出量を削減する取り組みを強化。
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